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520　　　 太 陽 光を利用す る フ t トバ イ オ リア クタ
ー に おける夜間 で の 菌体

　　　　　　　　　　　　　　　　　 濃度の 滅 少 とその 解決法

　　　　　　　（筑 波火学 、 応生化 ）OJame，S　C ．　Ogbonna， 田中秀夫

旧 的】現在 、 大規模な藻類の 光独立栄養培養は 、 通常太陽光を利用 して屋外池で行われて いる 。

エ ネル ギー源と して 太陽光を利用す ることは経済的であ る反面 、 場所や時期に よ っ て太陽光を利

用で きる時間は短 く、

一
日の 60％ は暗下条件になる 。

1
暗下で は、光合成細胞が光 独立栄養的に増

殖で きな い だ けで な く、細胞内の 呼吸に より細胞 濃度が 減少 し、 池の 生 産姓は低 く押さえ られて

い る 。 本研究で は 、 培養 環境が夜闘で の細胞濃度 の 減少に及ぼす影響お よび太陽光を利用しなが

ら夜間 で も培養池で 細胞を効率的に増殖 させ る方法に つ い て検討 した 6
’
【方法および 結果 】供試菌株としてChlorella　avrehoidqsq　／

（ン212を用 いた 。 光源として夲平に並べ

た 7本の 40W 直管型植物用蛍光灯 および500W ハ ロ ゲ ン ラシプを用 い 、
10時間明と14時間堵で断続

的に照射 し 、 回分培觀 行 。 た ． 撫 な明 および暗時閙魄 度条件下で ・ 明か ら鄭 よび暗か ら

明に切 り替え る時 点の 菌体濃度お よび 菌体の組成 を検討 レた 。 その 結果 ・ 暗時間で は 3〜20％ の

菌体濃度の減少が認め られた 。

．
そ の 減少率は暗時閥の 温摩だけで な く明時闘の 温度に も大きく依

餮瀞霞瓢磯あ堕黷艦誇鵜耋繁鷲と濃膿黎釁真梦蜃麓驛凝擬薯
れ て い る 。 暗下で の 歯体濃度dp減少 簡題 の 解決法 と し て r　

CblioreUdiの 従属栄養能の 利 用に つ い て

検討 した と．こ ろ．N 騨 寺間め長さ…に 応 じて適 切なグル コ ー・ス濃度を暗の 時に添加する こ とによ っ て 、

連続照射に比べ て よ り高濃度ti）菌体が得 られるこ とを確詔した 。 また ・ 雑菌汚染の 問題を考慮 し

で 他の 炭素源に つ い て 検 討 し牽とこ ろ 、 年 タンール および酢酸ナ トリウ ム を用い て も同様な結果
が得 られたが

丶 酢酸ナ トリウムの 場合、巨Hの 調製が必要 であ っ た 。
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